
 

******************************************************************************** 

★☆★☆★ メルマガ 素形材（第４０３号）★☆★☆★ 【発行日：2023年 8月 18日】 

******************************************************************************** 

              ◆◇ 本号の目次 ◇◆ 

 

Ａ．素形材センター事業トピックス【☆●●●】 

Ａ-1．月刊誌「素形材」2024年 1月号特集掲載原稿募集のご案内 

    ～ 特集タイトル、募集内容をリニューアル！～ 

Ａ-2．素形材技術セミナー 

   「サステナブルな鋳物づくりへの挑戦：鋳鋼の取組みから学ぶ」のご案内 

Ａ-3．素形材技術研修講座「軽合金鋳物の生産技術」のご案内 

Ａ-4．「第６１回素形材産業優良従業員表彰」募集 締切迫る！【締切：８月３１日】 
 

Ｂ．素形材センター出版物情報【●☆●●】 

Ｂ-1．月刊誌「素形材」令和 5年 9月号（Vol.64,No.9）予告          New★ 

 

Ｃ．素形材業界関連－募集・トピックス－【●●☆●】 

Ｃ-1．基礎講座 デジタル技術で明日を変える！ 初級編（2日間） 

   「現場で使える組込みシステム開発の基礎研修（実習付き）」 

                     【一般社団法人日本金属プレス工業協会】 

Ｃ-2．2023年度 JCOM 若手 シンポジウム 参加募集のご案内 

                          【公益社団法人日本材料学会】 

Ｃ-3．第 48 回複合材料シンポジウム       【一般社団法人日本複合材料学会】 

Ｃ-4．第 255 回塑性加工技術セミナー＜Web開催＞ 

   「はじめての塑性力学 (準備編・基礎編・応用編)」 

                        【一般社団法人日本塑性加工学会】 

Ｃ-5．第 256 回塑性加工技術セミナー「有限要素法 入門セミナー」 

                        【一般社団法人日本塑性加工学会】 

Ｃ-6．サーモ・スタディ 2023（栃木） 

   「熱処理テクニックの基礎と新しい熱処理技術」のご案内 

                       【一般社団法人日本熱処理技術協会】 

                       【栃木県産業技術センター】 

Ｃ-7．第２２回 日本ダイカストマシン工業会オンライン技術セミナーのご案内 

   ～ ダイカスト製造と設備のカーボンニュートラルへの取り組み ～ 

                         【日本ダイカストマシン工業会】 

Ｃ-8．2023年度粉末冶金講座（基礎講座、実用講座）のご案内 

                        【一般社団法人粉体粉末冶金協会】 

 

Ｄ．素形材産業政策関連－トピックス・募集等－【●●●☆】 

Ｄ-1．統計                            【経産省】New★ 

Ｄ-2. イベントプラットフォーム「Meet up Chubu」の開催について 

                             【中部経済産業局】New★ 

Ｄ-3．「生成ＡＩ時代のＤＸ推進に必要な人材・スキルの考え方」をとりまとめました 

                                 【経産省】New★ 

Ｄ-4．「東京ＧＸウィーク」を開催します               【経産省】New★ 

Ｄ-5．我が国の石油・天然ガスの自主開発比率（令和４年度）を公表します 

                                       【経産省】New★ 



 

Ｄ-6. 中学生・高校生向け政策提案型パブリック・ディベート全国大会を開催します 

                                 【経産省】New★ 

Ｄ-7. ２０２２年経済構造実態調査の製造業に関する結果をとりまとめました 

                                 【経産省】New★ 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ａ．素形材センター事業トピックス【☆●●●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-1．月刊誌「素形材」2024 年 1月号特集掲載原稿募集のご案内 

   ～ 特集タイトル、募集内容をリニューアル！～ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◆◇◆掲載は無料です◆◇◆ 貴社の素形材技術・製品のＰＲにご活用ください！ 

 

月刊誌「素形材」2024年１月号に特集「わが社の素形材新技術/新商品最前線」を今年度 

も企画しました。 

◇自社で開発(他社、他機関との共同も含む)されたあるいは実用化された素形材技術、 

 現場改善または製品について、開発の目的、内容及び成果を紹介してください。 

◇上記に加え、今回から「当社ではこんなこともできる」といった自社の技術自慢も対象 

 とさせていただいておりますので、あわせてご検討ください。 

■掲載の仕様は１テーマ・１ページ（図表、写真含む）で、１社３テーマまで 

 掲載できます。 

■応募締切は 10 月 27日です。 

■また本特集の掲載を経由して、次年度の素形材産業技術賞へのご応募も可能です。 

 素形材センターが応募書類の作成をお手伝いします。 

【応募方法】 

応募方法の詳細・応募用紙等は、下記をご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/ 

【お問合せ・原稿提出先】 

一般財団法人素形材センター 業務部 E-mail：gyoumu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-2．素形材技術セミナー 

   「サステナブルな鋳物づくりへの挑戦：鋳鋼の取組みから学ぶ」のご案内 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 2050 年のカーボンニュートラル、エネルギー基本計画及び地球温暖化対策計画等の政策 

目標、および昨今のエネルギー価格高騰の影響に対し、我が国鋳造業をはじめとする素形材 

業界やその属するサプライチェーンにおいても、更なる省エネ、CO₂排出量削減への対応が 

喫緊の課題となっています。この時代の大きな環境変化を好機と捉え、エネルギー多消費産 

業といわれる鋳造業だからこその変革の可能性も見据えつつ、脱炭素への貢献とともに‘持 

続可能な社会に貢献する、持続可能な鋳物づくり‘に向けた、先入観にとらわれない発想、 

行動、仕組みづくりが今、求められています。本セミナーでは、カーボンニュートラル対応 

を 1つの軸として、鋳鋼における様々な取組みを例に、鋳造業が目指すべき方向性、実現へ 

の課題と方策を議論する契機として、本セミナーを企画しました。皆様の活動の一助になれ 

ば幸甚です。多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

 

■日 時 令和 5年 11月 9日（木）13：00～17：00 オンラインセミナー 

 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/
mailto:gyoumu@sokeizai.or.jp


 

コーディネーター 小林技術士事務所 小林良紀 氏 

 

１．基調講演：鋳物造り工場における カーボンニュートラル取組み（仮） 

  室蘭工業大学 副学長、(公社)日本鋳造工学会 会長 清水一道 氏 

２．鋳鋼工場における作業環境改善及び自動化等による 

  生産性向上でのサステナブルな鋳物造り 

  新東北メタル(株) 来栖直敏 氏 

３．鋳鋼品に関する熱処理炉(工業炉）の動向  

  中外炉工業(株) 池田 勇 氏 

４．手づくりの AIと IoTによる各種解析および応用事例 

  (株)木村鋳造所 菅野利猛 氏 

５．鋳鋼生産工場における「カーボンニュートラル」の実際 

  (株)I2C 技研 糸藤春喜 氏 

６． 総合討論 

  司会 小林技術士事務所 小林良紀 氏 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/1655/202308141027015505.pdf 

 

■センターの技術セミナーのスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/110/ 

 

【問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 企画部 

e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-3．素形材技術研修講座「軽合金鋳物の生産技術」のご案内 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 アルミニウム合金の鋳造技術としては、砂型鋳造、重力金型鋳造、低圧鋳造、ダイカスト 

など種々の鋳造法が適用されています。本講座では、ダイカスト以外の鋳造技術を取り上げ 

ます。これらのアルミニウム合金鋳物は、試作品から量産品まで、いろいろな製品として鋳 

造されていますが、複雑形状鋳物や高強度・高延性などの高性能鋳物として用いられるもの 

も多く、溶湯品質の向上、鋳造欠陥の解決、熱処理などの技術をうまく適用していく必要が 

あります。経験豊富な講師陣が、鋳造の基礎理論から実際の現場で役に立つ製造技術の細部 

にわたって説明します。質疑応答の時間も十分に取り、受講する方の理解を深める講座とし 

ています。多数の方々のご参加をお待ちいたしております。 

 

■日 時  令和 5年 9月 21日(木)、29日(金)、10月 6日(金) オンライン研修講座 

 

■プログラム 

コーディネーター (公社)日本鋳造工学会 神戸洋史 氏 

 

9月 21日(木) 

鋳造用アルミニウム合金の特性と動向 日軽エムシーアルミ(株) 堀川 宏 氏 

溶解および溶湯処理         日軽エムシーアルミ(株) 堀川 宏 氏 

 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/1655/202308141027015505.pdf
https://www.sokeizai.or.jp/pages/110/


 

9月 29日(金) 

各種砂型鋳造法と適用事例      森田技術士事務所 森田茂隆 氏 

金型鋳造法と適用事例        森田技術士事務所  森田茂隆 氏 

 

10月 6日(金) 

鋳造合金の凝固・鋳造性       日軽エムシーアルミ(株) 北岡山治 氏 

アルミニウム合金の熱処理、塑性加工による品質向上 

                  日軽エムシーアルミ(株)  北岡山治 氏 

鋳物製造の工法選択と品質管理    日産自動車(株) 林 憲司 氏 

 

■詳しい内容やお申込みは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/1622/202307051504226566.pdf 

 

■センターの技術研修のスケジュールは、こちらをご覧ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/27/ 

 

【問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 企画部 

e-mail:kensyu@sokeizai.or.jp 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ａ-4．「第６１回素形材産業優良従業員表彰」募集 締切迫る！【締切：８月３１日】 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 素形材センターでは、「第６１回素形材産業優良従業員表彰」を募集しています。 

 毎年１１月を素形材月間とし、素形材産業の重要性を広く社会にご理解いただき、且つ、 

素形材産業に携わられる素形材企業の皆様の日頃の功績を称えるとともに平素の労苦に報 

いるため、素形材月間事業の一環として素形材産業優良従業員表彰事業を実施しておりま 

す。 

 本年も、令和５年１１月２日(木)の素形材月間記念式典におきまして、経済産業省や業界 

の幹部も参列して表彰式を実施する予定です。 

 

●素形材産業優良従業員表彰 

本賞は、技術、技能または事務処理が優秀な方で、品質・生産性向上などに貢献、あるいは 

勤続年数２０年以上精勤して他の模範となっている方を表彰するものです。 

 

●募集締切：令和５年８月３１日(木) 

詳細は以下をご確認ください。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/46/#block165-172 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｂ．素形材センター出版物情報【●☆●●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｂ-1．月刊誌「素形材」令和 5年 9月号（Vol.64,No.9）予告          New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【主な掲載内容】 

◆特集 せん断加工の高度化 

 せん断加工高度化の方向性 

https://www.sokeizai.or.jp/files/libs/1622/202307051504226566.pdf
https://www.sokeizai.or.jp/pages/27/
https://www.sokeizai.or.jp/pages/46/#block165-172


 

 自動車用高強度鋼板のせん断加工技術 

 1470 MPa級超高強度鋼板のピアス加工におけるパンチ損傷低減と寿命向上への取組み 

 高効率モータの実現に寄与するアモルファス合金箔のせん断パンチ技術 

 ファインブランキング型技術のこれから 

 1.5GPa 級ハイテンのせん断加工における金型耐久性 

 厚板曲線 TWBの為のせん断金型造り込み技術 

◆ＴＯＰＩＣＳ 

  変化するくるまの素形材 

◆特別講義 

 「素形材産業は嘗て無い変革点にあり！」 

  〜意識改革をしなければ生き残れない時代が到来！〜 

◆シリーズ「イノベーションを創出する素形材産学連携」 

 神奈川県立産業技術総合研究所における産学公連携の取り組み 

 

他、文献速報、素形材工業生産実績、年間目次などを掲載 

 

■バックナンバーも含め、下記よりお申込みいただけます。 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/ 

 

【申込み・問合せ先】 

一般財団法人 素形材センター 業務部 

e-mail:gyoumu@sokeizai.or.jp 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｃ．素形材業界関連－募集・トピックス－【●●☆●】 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-1．基礎講座 デジタル技術で明日を変える！ 初級編（2日間） 

   「現場で使える組込みシステム開発の基礎研修（実習付き）」 

                     【一般社団法人日本金属プレス工業協会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 プレス企業をはじめとする、素形材全般の製造業においては、DX（デジタルトランスフォ 

ーメーション）への対応は避けて通れない状況にあります。しかし、実際に DXにチャレン 

ジするためには、各企業内でデジタル技術に精通した技術者を育成することが必須となり 

ます。本セミナーでは、数千円レベルの部品代で手作り可能なローコストカイゼン事例の実 

演紹介と、センサーやマイコンを使ったデジタルカイゼンの進め方を、実際に実習キットを 

通して体験していただきます。デジタル技術が身近に感じられるような体験から、デジタル 

技術者育成の足掛かりを作ろうというのが本セミナーの狙いです。（中級編が 10月 25日 

（水）～26日（木）に開催される予定です。） 

 

◆日 時：2023年 9月 6日（水）～7日（木） 

◆会 場：対面 / 機械振興会館（東京都港区芝公園 3-5-8） 

     オンライン / Zoom 

◆定 員：対面 / 18 名、オンライン / 30名 

 

■参加費・詳細・申込：下記 URL をご覧下さい。 

 詳細 http://www.nikkin.or.jp/news/202307_kiso-shokyu0906-07.html 

 申込 https://bit.ly/2023kiso-koza 

https://www.sokeizai.or.jp/pages/30/
http://www.nikkin.or.jp/news/202307_kiso-shokyu0906-07.html
https://bit.ly/2023kiso-koza


 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｃ-2．2023年度 JCOM 若手 シンポジウム 参加募集のご案内 

                          【公益社団法人日本材料学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 現在、コロナ禍の状況も落ち着いていることを踏まえ、本年度は合宿形式で JCOM若手シ 

ンポジウムを開催します。初日は、FRPに携わる若手の研究者や技術者のために、岡山県兵 

庫県等の FRP 関連製造企業を訪問し FRPの実際の成形・製造 現場の知見を深めるための見 

学会を企画します。二日目以降は小豆島に移動し、若手研究者・技術者からの研究発表セッ 

ションを行い、若手研究者間のネットワーク構築と横断的活動に繋がる機会として対面形 

式で研究発表会と意見交流会を開催します 9月 7日(木)のシンポジウムからのご参加も可 

能です。ご聴講のみのご参加も歓迎いたします。スーツ・ネクタイの着用をご遠慮いただき、 

気軽にご参加いただける雰囲気の中で、是非活発なご議論、ご討論をお願いいたします。 

 

◆日 時：2023年 9月 6日（水）～ 8日（金） 

◆場 所：国民宿舎 小豆島（香川県小豆郡小豆島町池田 1500-4） 

◆定 員：40名 

◆参加費：学生会員（主催、協賛学会を含む）、学生非会員ともに無料 

     会員 7,000 円、非会員 8,000円 

◆宿泊費：会員および非会員 10,000円、学生（会員および非会員） 5,000 円 

     いずれも、夕食の懇親会費、宿泊費、朝食代を含みます。 

     会員 7,000 円、非会員 8,000円 

◆お申込み：日本材料学会複合材料部門委員会 ホームページ http://compo.jsms.jp の 

      申し込みサイトから申し込みください。 

◆詳細は、下記 URLからご覧ください。 

 https://jsms.jp/index_4.html 
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Ｃ-3．第 48 回複合材料シンポジウム       【一般社団法人日本複合材料学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 第 48回複合材料シンポジウムを、2023年 9月 12日（火）～13日（水）、東北大学青葉山 

新キャンパスにて開催いたします（コロナウィルス感染状況次第でオンライン開催になる 

可能性がありますことご了承ください）。 

 

◆日 時：2023年 9月 12 日（火）～13日（水） 

◆場 所：東北大学青葉山新キャンパス 

◆参加費：日本複合材料学会及び共催・協賛学協会会員 7,000 円 

     学生（会員） 2,000 円 ／ 学生（非会員） 4,000 円 

     非会員 12,000 円 

     懇親会会費 5,000 円（学生 3,000 円） 

◆お申込み：https://asas-

sys.jp/seminar/register/0a6b3d9801600ae96230b5462c0092893b388173 

 

【お問い合せ】 

  日本複合材料学会事務局 

  TEL：03-5981-6011, FAX：03-5981-6012 

  E-mail：jscm@asas-mail.jp 

http://compo.jsms.jp/
https://jsms.jp/index_4.html
https://asas-sys.jp/seminar/register/0a6b3d9801600ae96230b5462c0092893b388173
https://asas-sys.jp/seminar/register/0a6b3d9801600ae96230b5462c0092893b388173
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Ｃ-4．第 255 回塑性加工技術セミナー＜Web開催＞ 

   「はじめての塑性力学 (準備編・基礎編・応用編)」 

                        【一般社団法人日本塑性加工学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 本セミナーは、はじめて塑性加工に携わる技術者、研究者や学生を対象としています。数 

値解析技術の進歩により複雑な加工解析が可能になってきましたが、適切なモデル化を行 

い、意味のある考察を進めていくためには、塑性力学の基礎的な知識は不可欠です。本セミ 

ナーでは塑性力学の基礎の理解に重点を置き、基礎理論とその利用方法として初等解法を 

短期集中型で学ぶことができます。 

 

◆日 時：2023年 8月 21 日(月)～23日(水) 

◆会 場：Web開催 

◆定 員：60名 

◆締 切：2023年 8月 11 日（金） 

 

■申込方法・詳細：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www2.jstp.jp/event/event.php?mode=detail&id=1354 
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Ｃ-5．第 256 回塑性加工技術セミナー「有限要素法 入門セミナー」 

                        【一般社団法人日本塑性加工学会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 有限要素法（FEM）はあらゆる塑性加工の分野で製品設計や工程設計に利用される状況と 

なっています。市販の汎用ソフトウエアを用いれば、有限要素法の基礎を知らずに解析結果 

を得ることができます。しかし、その基礎を知らなければ、多くの種類の要素、構成式、境 

界条件そして解析法の中から最適なものを選ぶことは困難です。さらに、応力またはひずみ 

の等高線図から必要な情報を得ることは容易ではありません。すなわち、汎用プログラムの 

ユーザが正しく解析を行い、正しく解析結果を評価するためには有限要素法の基礎を理解 

することが不可欠です。本セミナーでは、有限要素法の初心者や汎用プログラムのユーザを 

対象に、塑性加工の解析を行うために必要な有限要素法の基礎について講義します。 

 

◆日 時：2023年 9月 1日（金） 10:00～17:00 

◆会 場：大阪工業大学大宮キャンパス 

◆定 員：50名 

◆締 切：2023年 8月 22 日（火） 

 

■申込方法・詳細：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www2.jstp.jp/event/event.php?mode=detail&id=1355 
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Ｃ-6．サーモ・スタディ 2023（栃木） 

   「熱処理テクニックの基礎と新しい熱処理技術」のご案内 

                       【一般社団法人日本熱処理技術協会】 

                       【栃木県産業技術センター】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

https://www2.jstp.jp/event/event.php?mode=detail&id=1354
https://www2.jstp.jp/event/event.php?mode=detail&id=1355


 

 本協会は，平素より機械工業の基礎技術として重要度の高い熱処理技術の向上に微力を 

尽くしてまいりました。その活動の一環として，この度，栃木県産業技術センターと共同 

で下記の「熱処理テクニックの基礎と新しい熱処理技術」をテーマとするサーモ・スタデ 

ィ 2023（栃木）を開催いたします。多数の皆様にご参加いただきたく，ご案内申し上げま 

す。 

 

◆日 時：2023年 9月 28 日（木），29日（金） 

◆会 場：栃木県産業技術センター 

◆定 員：約 100 名 

◆参加費：無料 

◆講演概要（テキスト）：5,000 円 

◆締 切：2023年 9月 21 日（木） 

 

■申込方法・詳細：下記 URLをご覧下さい。 

 詳細 https://jsht.or.jp/wp-content/uploads/2023/06/thermo-studys023_tochigi.pdf 

 

 申込 

https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=YBahmYqg4EqU2KCKdfg_PrlOYv1u

cMpPg51chIoTnbVUQUE1OTdVNk5ERjdEVjQyRkY3TkpEMEdNNC4u 
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Ｃ-7．第２２回 日本ダイカストマシン工業会オンライン技術セミナーのご案内 

   ～ ダイカスト製造と設備のカーボンニュートラルへの取り組み ～ 

                         【日本ダイカストマシン工業会】 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

◆日 時：2023年 8月 25 日（金）13:15～16:30（開場 13：00） 

◆会 場：オンライン講演（WebEx） 

◆定 員：100名 

◆参加費：マシン工業会、および協賛団体会員 8,000円 

     非会員 12,000 円 

■申込方法・詳細：下記 URLをご覧下さい。 

 https://www.sokeizai.or.jp/pages/22/ 

＜講演一覧＞ 

①株式会社ファンクショナル・フルイッド代表取締役社長 藤岡惠子 氏 

 演題：『冷却工程から取り組むダイカスト工場の脱炭素化』 

②株式会社グローバルマグネシウムコーポレーション代表取締役会長 野坂洋一 氏 

 演題：『マグネシウムの普及拡大に向けた当社の取り組み  

     ～ダイカスト用溶湯難燃性マグネシウム合金の現状～』 

③ニデック株式会社 車載事業本部 常務執行役員 早舩一弥 氏 

 演題：『グローバル EV市場動向と当社戦略』 

④芝浦機械株式会社 成形機カンパニー 成形機技術部 開発技術課  

 アシスタントチーフ 佐藤公一 氏 

 演題：『ダイカストマシンにおける環境負荷低減技術のご紹介』 
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Ｃ-8．2023年度粉末冶金講座（基礎講座、実用講座）のご案内 

                         【一般社団法人粉体粉末冶金協会】 

https://jsht.or.jp/wp-content/uploads/2023/06/thermo-studys023_tochigi.pdf
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=YBahmYqg4EqU2KCKdfg_PrlOYv1ucMpPg51chIoTnbVUQUE1OTdVNk5ERjdEVjQyRkY3TkpEMEdNNC4u
https://forms.office.com/pages/responsepage.aspx?id=YBahmYqg4EqU2KCKdfg_PrlOYv1ucMpPg51chIoTnbVUQUE1OTdVNk5ERjdEVjQyRkY3TkpEMEdNNC4u
https://www.sokeizai.or.jp/pages/22/


 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 当協会では、粉末冶金の入門から基礎そして実用に亘り勉強していただく「粉末冶金講座」 

を開催します。本講座の内容は、入門講座として〈教科書のような優しい内容：粉末冶金に 

初めて接する方にもわかり易い内容〉、基礎講座として〈入門講座からさらに具体的な内容〉、 
実用講座として〈基礎講座以外の材料についての解説および最新技術の解説〉となっていま 

す。対象者は、粉末冶金に新しく携わる方、改めて基礎を勉強したい方を初め、営業担当者、 

事務関係者、さらに、粉末冶金経験者は勿論、各種の素形材に携わる研究者、技術者までの 

幅広い皆様としています。粉末冶金の原点に触れ、理解を深めていただくとともに、最新の 

技術情報を得ていただきたいと存じます。 

基礎講座、実用講座は、対面会場での受講とオンラインによるハイブリッド形式で開催しま 

す。当日講師の方と直接コンタクトを取りたい方は、オンラインではなく、対面での受講を 

お選びください。本講座は、を各々単独で受講いただくことも可能です。企業における社員 

教育、大学での学生の教育の一環として、また、次代の粉末冶金技術者研究者の育成のため 

に、是非本講座をご利用ください。多くの方のご参加をお待ちしております。 

 

◆日 時：粉末冶金基礎講座 ：2023 年 12月 5日(火) 

     粉末冶金実用講座 ：2023 年 12月 6日(水) 

◆会 場：オンライン（Microsoft Teams ウェビナー） 

     対面（京都経済センター） 

◆申込締切：2023 年 11月 14日(火) 

 

■詳細、申込方法：下記 URL をご覧下さい。 

https://www.jspm.or.jp/application/files/4416/8240/2998/2023_Kozaprgram.pdf 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

Ｄ．素形材産業政策関連－トピックス・募集等－【●●●☆】 
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Ｄ-1．統計                            【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

〇経済産業省生産動態統計時系列表（６１ヶ月） 

https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html#menu2 

〇製造工業生産能力・稼働率指数（６月調査） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html  

〇経済産業省生産動態統計確報（６月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html  

〇石油統計確報（６月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sekiyuka/index.html  

〇鉱工業出荷内訳表、鉱工業総供給表（６月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/utiwake/b2015_result-2.html  

〇「2022 年経済構造実態調査」二次集計結果 産業横断調査（企業等に関する集計）／製造 

  業事業所調査 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kkj/index.html  

〇製造工業生産予測指数（７月調査） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/yosoku/result-1.html  

〇鉱工業生産・出荷・在庫指数速報（６月分） 

 https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html  

 

https://www.jspm.or.jp/application/files/4416/8240/2998/2023_Kozaprgram.pdf
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html#menu2
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/seidou/result/ichiran/08_seidou.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/sekiyuka/index.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/utiwake/b2015_result-2.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/kkj/index.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/yosoku/result-1.html
https://www.meti.go.jp/statistics/tyo/iip/result-1.html
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Ｄ-2. イベントプラットフォーム「Meet up Chubu」の開催について 

                        【経済産業省中部経済産業局】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省中部経済産業局では、「共同研究、新事業展開に向けた協業先探索」を目的と 

したイベントプラットフォーム「Meet up Chubu」を、毎月第２第４木曜日に開催しており 

ます。 

 8/24 の第 23回では『DX（デジタルツイン）』をテーマに開催いたします。 

 中部電力（株）先端技術応用研究所からは、設計～製造プロセスの全体工数削減を実現す 

る新たなプラットフォームについて、Ｊスタートアップ企業のアルム（株）からは、マシニ 

ングセンタ３軸・５軸加工のＮＣプログラムを２Ｄ図面から自動生成する製造ＡＩ 

「ARUMCODE」について、（株）水谷精機工作所からは、新たに立ち上げた VR事業などについ 

て紹介させて頂きます。 

 

■Meet up Chubu vol. 23 DX（デジタルツイン） 

■日  時 ：2023年 8月 24日（木）16:00 ～ 18:00 

■場  所 ：ナゴヤ イノベーターズ ガレージ 

※オンライン(Microsoft Teams)とのハイブリット開催 

■定  員 ：会場 50名程度（先着順）/オンライン上限なし 

■参加費  ：無料 

■対  象 ：共同研究や新事業展開など協業先探索にご関心のある方 

■申込締切 ：2023年 8月 23日（水）17:00 

■主  催 ：中部経済産業局、中部経済連合会 

■プログラム： 

●「デジタルによるものづくり共創プラットフォーム構築の取り組み」 

  中部電力株式会社 技術開発本部 先端技術応用研究所 副所長 古川 美喜男 氏 

 https://www.chuden.co.jp/seicho_kaihatsu/kaihatsu/sentan/seika/seika_25.html 

●「製造 AI と完全自動化がもたらす製造業の未来」 

  アルム株式会社 取締役 兼 CMO 藤作 健一 氏 

 https://arumcode.com/arumcode 

●「3D 空間撮影と空間バーチャル化技術を使用したデジタルツインの活用について」 

  株式会社水谷精機工作所 DX事業部 主任 清水 悠太 氏 

 https://www.mizutani-seiki.com/dx-menu 

●「テーマ調整中」 

  国立大学法人東海国立大学機構 名古屋大学 未来材料・システム研究所  

  未来エレクトロニクス集積センター 教授 宇治原 徹 氏 

 https://ujihara.material.nagoya-u.ac.jp/people/staff/11/ 

 

■申込はこちら 

https://www.chubu.meti.go.jp/b35innovation/meetupchubu/event/vol23.html 

 

○WEBサイトはこちら 

https://www.chubu.meti.go.jp/b35innovation/meetupchubu/index.html 
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Ｄ-3. 「生成ＡＩ時代のＤＸ推進に必要な人材・スキルの考え方」をとりまとめました 

                                 【経産省】New★ 

https://www.chuden.co.jp/seicho_kaihatsu/kaihatsu/sentan/seika/seika_25.html
https://arumcode.com/arumcode
https://www.mizutani-seiki.com/dx-menu
https://ujihara.material.nagoya-u.ac.jp/people/staff/11/
https://www.chubu.meti.go.jp/b35innovation/meetupchubu/event/vol23.html
https://www.chubu.meti.go.jp/b35innovation/meetupchubu/index.html


 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省では、デジタル時代の人材政策に関する検討会での議論を踏まえ、「生成 AI時 

代の DX推進に必要な人材・スキルの考え方」を取りまとめました。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2023/08/20230807001/20230807001.html 

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-4. 「東京ＧＸウィーク」を開催します               【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 かつてないエネルギー危機の中、「エネルギー安全保障」、「気候変動問題への対策」の両 

立を図ると共に、「経済成長」も進める 3つの実現が求められています。これらを実現する 

ためには、各国がイノベーションや、政策や仕組みづくり等の GX を推進する取組を行い、 

それぞれのエネルギー事情等に応じた多様な道筋の下で、ネットゼロという共通のゴール 

を目指すことが重要です。 

 上記を踏まえ、経済産業省は、クリーンエネルギー中心の経済・社会、産業構造へ転換し、 

脱炭素と経済の成長・発展につなげる GX（グリーントランスフォーメーション）の実現に 

向け、昨年に続き「東京 GXウィーク」を開催いたします。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2023/08/20230804001/20230804001.html  

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-5. 我が国の石油・天然ガスの自主開発比率（令和４年度）を公表します 

                                  【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 令和 4年度の我が国の石油・天然ガスの自主開発比率は、前年度比-6.7％の 33.4％とな 

りました。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2023/08/20230815001/20230815001.html  

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-6. 中学生・高校生向け政策提案型パブリック・ディベート全国大会を開催します 

                                  【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

 経済産業省資源エネルギー庁は、「エネルギー政策～エネルギー安定供給と脱炭素社会の 

実現の両立～」というテーマで、全国の中学生及び高校生を対象に、政策提案型パブリック・ 

ディベート全国大会を開催します。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2023/08/20230810004/20230810004.html  

 

∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞∞ 

Ｄ-7. ２０２２年経済構造実態調査の製造業に関する結果をとりまとめました 

        【経産省】New★ 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

https://www.meti.go.jp/press/2023/08/20230807001/20230807001.html
https://www.meti.go.jp/press/2023/08/20230804001/20230804001.html
https://www.meti.go.jp/press/2023/08/20230815001/20230815001.html
https://www.meti.go.jp/press/2023/08/20230810004/20230810004.html


 

 経済産業省及び総務省は、全産業の付加価値等の構造を明らかにし、国民経済計算の精度 

向上に資することを目的として、経済構造実態調査を毎年実施しています。 

この度、2022年 6月に実施した「経済構造実態調査製造業事業所調査」の結果を取りまと 

めました。 

 

■詳細は以下をご覧ください 

 https://www.meti.go.jp/press/2023/07/20230731001/20230731001.html  

 

******************************************************************************** 

■「メルマガ素形材」は、基本、毎月２回程度で発行致します。 

  次回をお楽しみに！  

■「素形材業界関連―募集・トピックス等」に掲載ご希望の方は、 

 「１.件名 ２.主催者名 ３.概要 ４.HPリンク先」 

  を記載の上、mail@sokeizai.or.jp までお送り下さい。 

■登録内容の変更、配信停止希望はこちら(メルマガの申込 / 配信停止ページ)から 

 ご連絡下さい。 

  https://www.sokeizai.or.jp/pages/114/ 

■お問合わせ、ご意見、ご感想、また掲載内容のご要望はこちらからご連絡下さい。 

  gyoumu@sokeizai.or.jp 

■メルマガ 素形材は、今回で第４０３号となります。メルマガ素形材は“利用しやすい素 

 形材情報”を目指して発信しています。より多くの方にご覧いただくことで内容の充実を 

 図りたいと思っています。 

 読者の皆様のご意見、ご感想はもちろんのこと、ご関係の方々を当センター事務局にご紹 

 介・ご連絡下さい。 

******************************************************************************** 

■発行元：〒105-0011 東京都港区芝公園 3-5-8 機械振興会館 3階 301号室 

           一般財団法人 素形材センター 

      TEL：03-3434-3907  FAX：03-3434-3698  http://sokeizai.or.jp/ 

******************************************************************************** 

※ドメイン変更による不着メールが多くなっております。ご所属機関のドメインが変わら 

 れた際には必ずお知らせくださいますようお願い致します。 

 

https://www.meti.go.jp/press/2023/07/20230731001/20230731001.html
mailto:gyoumu@sokeizai.or.jp

